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高齢者に よる行動性体温調節に関する実験的研究
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要旨 ： 夏季冷房時、高齢者が 生理的にも心理的にも望ま しい 状況と思え る至 適温度を明らhaこすると ともに、

周囲温度環境変化 に対す る高齢者の 知覚レベ ル を把握する 目的で 実験を行っ た。被験者は男性高齢者4名、女

性若 年 者 4 名であ る。一定 の 室温 下に お ける生 理 な らび に心理 反 応 を把 握す る実 験 （環境評価 実験 ）、室間移

動お よび 杢温が 熱的中立 レ ベ ル か ら高温 側 へ 変化す る状況 を知覚す る実験 （変化知覚実験1の 2パ ターン を行

っ た。

結果、高齢者は緩やか な気温変化 に比べ 蒄轍な温 度変化 に暴露された時、若年者よ り暑さ知覚の 遅れが み られ、

不快 レベ ル も緩やかで あっ た。

キーワード： 高齢者、夏季、生理、心理

　　　　　　　　　 1．は じめ に

　 人 体 の 循環系機能 の 活動 は 起床後 2〜3 時間に 大 き

く亢進 し、午前 10〜11 時 ごろ に 大 き く高 ま る 。そ の た

め脳 血 管、心 血 管障害 が 発 生 しやす い 時間帯 で あ る。

同 時 に、こ の 時間帯は 夏季 で は 外気温 上昇 が 著 しい 時

で ある。加 齢 に よ り温 熱的環境適応力 の 低下 して い る

高齢者 に と っ て は 熱 中症 の 危険 が 増加 す る
1）。本研究

は、夏季午前中の 外気温 が 2℃ 〆時近 く上 昇す る時の 室

内環 境 の シ ミ ュ レ
ー

トを意 図 した も の で ある。高齢者

が 周 囲 温 度変化 を 的確 に 捉え、熱 中症や血 管障害な ど

を回 避 で きる 体温 調節行動を起 こ せ るか を生理 反 応 と

主観 申告か ら観察 した結果 に つ い て 報告す る。

　　　　　　　　　2 ．実験 方法

2．1 期間

　 2007 年 9 月 6 日〜18 日 に 実施 し た。

2．2 実験室

　椙山女学園大学環境実験室A 室 （W3 ．6× H2 ．4 × D

3．2m ） と予 備室 B 室 （W3 ．8× H2 ．5× D4 ．0 皿 ）を用

い て 行 っ た。
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2．3 被験者

　男 性 高 齢 者 4名 、年 齢 は 75．8± 1．0 歳、身長 は 157．3

± 4．3c皿、体重 は 59．5± 5．5kg、 若年女子 4名 、年齢 は

22．5± 3．7歳、身長は 158．8± 4，6cm、体重は 47．5± 2．　O

kg。実験 は 2 名
．一

組 で 実施 し た。重量 clo 値 は O．　4clo

で あっ た 。

2．4 測定項 目

　Table　 l に実験条件を示す。

（1）温 熱項 目 ：気 温 （床上 90cm 、15c而）、黒 球 温度 （床

上 90cm、15cm）、相対 湿度、周 壁 ・床表 面 温 度 を小 型

ロ ガー
で 毎分測定 した。

〔2）生 理 項目 ：皮膚温 （前額 ・胸 ・上腕 ・手 ・大腿 ・

ド腿 ・足 の 7点）、舌下 温 、心拍数、血圧、体重減少量

を測定 した。

（3）主 観申告 ： 温 冷感 （1 ： とて も寒 い 、5 ： ど ち らで

もない 、9 ： と て も暑 い ）、快適感 （1 ： とて も不快、4 ：

ど ち らで も ない 、7 ：と て も快適）の 申告。そ の 他 、室

温 変化希 望、着衣 調 節 希 望 な ど の 申 告 を ア ン ケ
ー

ト形

式 で 行 っ た 。 ま た 、 条件G25 で は 、
「周囲の 温度が 上

昇 して い る （以下＝知覚申告   ）」 「暑 くな りは じめた

（以 下 ；知覚申告  ）」「暑 さで 不 快 に な りは じ め た （以

F＝知 覚申告  ）」 と感 じ た と きの 時刻 を 随時、申告用

紙 に 記入 して も ら っ た 。 こ の 時、3項 H に は 順位付け

は な く被験者 が 自己 判断で 選 択 して 記 入 した。

2．5 実験手 順

　実験 G25 で は B 室で 30 分経過後、　 A に 移動 した。

25℃ の 気温に椅座 で 30 分間暴露 した後 リモ コ ン で

30℃設定 に操作し 70 分間暴露 し た。実験 S26 ・S28

で は気温 26℃ ・28℃ の B 室 で 30 分間暴露 した 後、気

温 30℃ の A 室 で 30分間暴露した 。 そ の 後、気温 26℃ ・

28℃ の B 室 に 戻 り 40 分間暴露 した。測定間隔 は、皮膚

温 は 1 分間隔、舌下 温 は 条件 G25 で は 10分間隔 、 条

件 S26 ・S28 で は 5 分間隔、血 圧 ・心 拍 は 5 分間隔、

体重 は 実験開始時 、実 験 室 移動時、実験終了時 に 測定

した。申告 は 条件 G25 で は 10 分間隔 で 行 っ た。条件

S26 ・S28 で は 移 動直前、移動直後、移動後 5 分、移

動後 10分、そ の後 10分ごとに行っ た。

　　 Tab ］e．1　 0utline　of　the　experiments

（上 ： Condi幅  G25、下 ：Condition　S26・28）

被 験者 在室場所 B 室 A 室

温 度条件 25℃ 25℃ 　 i30℃ ま で 上 昇
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　　　　　　　 3 ．結果および考察

3．1 生理反応

（1）平均皮膚 温 の 経時変動

　 Fig。1 に 各設 定気 温 下 に お け る 平均皮膚温 の 経時変

動を示す。条件 G25 で は 実験開始時か ら 30 分間は，高

齢者群 は ほ ぼ横ば い 若年者群は やや低下 して い た。実

験開 始 30 分後 か らは 両群と も徐 々 に皮膚温 が 上昇し、

実験終了 時 に は高齢者群で 約 1．1℃ 、若年者群 で 約

1．3℃上 が っ て お り、上 昇量は若年者群 の 方が 大きか っ

た。5 分毎 の 最大 変化 量 は 0．2℃ 上 昇 で、両群 と も気

一し 一高 齢 者 S26 ＋ 若 年者 S26 −pa 高齢者 S28 ＋ 若年者S28

平均 皮膚温 （S26・S28 ＞

Figure・1　 Change　in　skin 　temperatUre

温 の 上昇 が 始まっ た 実験 開 始 30 分後 の 直後 に み られ

た。条件 S26 ・S28 で は 実験開始
一30 か ら 30分間 は ほ

ぼ横ばい 状態 で あ っ た。実験開始時 に A 室 に 移動直後

か らそ の 10分後ま で は、両 群 と も変化量 が 大きか っ た。

最大 変化 量 は 条 件 S26 の 高 齢 者群 で 約 0．3℃ 、若 年 者

群 で 約 O．4℃、条件 S28 の 高齢者群 で 約 0．3℃、若年

者群 で 約 0．2℃ で あ っ た。移動 10分後 に は 横ばい 状態

に 入 り始 め た。実 験 開 始 30 分後 に B 室 に 移動 直後か ら
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そ の 10分後まで は 両群と も変化 量 が 大きか っ た。条件

S26 の 高齢者群は、移動 10 分後以降も不安定で あ っ

た 。 最大変化 量 は条件 S26 の 高齢者群 で 約 0．9℃ 、若

年者群 で約 0．4℃ 、 条件 S28 の高齢者群で約 0．4℃、

若年者群 で約 O．2℃で あ っ た。B 室 か ら気温 が暖か い

A 室 へ 移動 して 時は 高齢者群 と若年者群 で は 変化 量 に

大 きな差 は 見 られなか っ たが、A 室 か ら気温 の 低 い B

室に戻 っ た時は各条件 とも高齢者群 の 変化量 は 若年者

群の 約 2 倍 で あっ た。気温 が 暖 か い 側 へ の 急激な暴露

よ り寒 い 側 へ の 急激な暴露 の ほ うが高齢者 の 変化量 は

大 きか っ た。

（2）各種知覚申告時 の 部位別平均皮膚温

　Fig．2 に条件 G25 で の 知覚申告  〜   時の 気温 を

示 す 。 各被験者と もお お む ね 申告  、   、  の 順 に 知

覚 して い た。申告  の 気温 は 25．5℃ 〜28．5℃ の 間 で

3．0℃ の 幅 が あ っ た
。 申告   の 気 温 は 27．8℃ か ら

30．4℃ の 間 で 2．6℃ の 幅が あ っ た。また申告  の 時の

気温は、被験者 E4 とY3 を除くと 30℃ 前後 で あ っ た。

申告  の 気 温 は 29．5℃ 〜30．6℃ の 間 で 、申告  ・  と

比 べ 温度に 開きは なか っ た 。 な お、被験者Yl は 実験

時間内に 申告   に は 該当 しなか っ た。被験者 E3 は 申

告   と 申告  が 同 時刻 で あ っ た。

　Fig．3 に 条件 G25 で の 知覚申告  〜  時の 平均皮

膚温を示す。申告   か ら  に か けて 高齢者群 で は各部

位 の 平均皮膚温 が 平均的に 上 昇 して い る。一方、若年

者 で は 上 腕 と足 の 上 昇 が 大 きか っ た。申告  か ら  に

か けて 高齢者群で は各部位と も若干上 昇 して い るもの

の ほ とん ど変化 して い ない
。

一
方、若年者 は 大腿、下

腿 、足 の 上昇が大 きか っ た。申告  〜  を通 して 変化

が大 き か っ た部位 は 両群 とも足 で 高齢 者群 で は 約

1．4℃ の 上 昇、若年者群で は 約 2．6℃ の 上 昇 が み られ た。

高齢者群は頭 と胸が約 LO ℃ 上 昇 し て お り、若年者群

よ り変化 量 が 大きか っ た 。 高齢者で は頭と胸と足 、 若

年者で は 足 の 温度上昇が不快感に 大きく影響 して い る

と考えられ る。

3．2 心理反応

（1）30℃ の 時 の 温冷感

　Fig．4 に 条件 G25 で 30℃ に な っ た 時 の 温冷感 と条

件 S26 ・S28 で A 室 に移 動 直後 の 温 冷 感 を 示 す。若 年

者は どの 条件下 で もお お む ね 「6 ：暖か い J 「7 ： やや暑

い 」 と評価 して い る。一
方、高齢者群 は 条件 G25 と条

件 S28 で は 暑 い 側 の 「7 ：やや暑い 」 「8 ：やや暑 い 」

と評価 して い る が、条件 S26 で は 寒 い 側 の 「4 ：涼 し

い 」か ら中立 の 「5：どちらで も ない 」と評価して い る 。

（2）各条件時の 温冷感

　 Fig．5 に 各条件 に お け る 温 冷感 を示 す。条件 G25 で

全 員 が 暑 い 側 の 申告に な っ た の は 実験開始 60 分後 で

あ る 。 条件 S26 で は 高齢者群 は A 室 に移動 25分に最
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周 囲の 温 度 が 上 昇 している
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暑さで不 快になり始 め た

Figllre3　 Skin　Temperature

も暑い 側 に 評価して お り 、 B 室 に移動後は 「4：涼しい」

「5：どちらで もな い 1の ど ちらか で ほ ぼ安定 して い る 。

若年者群 は 室 温 変化 の 知覚 が 早 くA 室 に 移動直後 とそ

の 25 分後 に 暑い 側 へ の 最高 レ ベ ル が み られ る。条件 S

28で は高齢者群は B 室 に 移動直後 とそ の 5分後以 外 は
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ほ ぼ暑い 側 へ の 申告で あ っ た。若年者群は B 室に 移動

後 は、Y3 以外 は 中立 か 寒 い 側 へ の 申告が多か っ た。
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（3）各条件時の 快適感

　Fig．6 に 各条件時における快適感 を 示す。 条件 G25

で は 若年者群 は 終始ば らつ き が大きく、高齢者群は実

験開始 40 分後か ら深 い 側 へ 変化 して きて い る。条件 S

26 で は高齢者群は A 室滞在時 の 不快 レ ベ ル が 若年者

群に 比 べ て 低 い
。

一
方、条件 28 で はA 室 滞在時 の 不快

レ ベ ル が高齢者群の 方 が若年者群 に 比 べ て 高い 。

　　　　　　　　 4 ．ま とめ

　本研 究で は 高齢者が周囲温度変化を知覚し、体

温調節行動 を起 こ せ る か 否 か を生 理 反応 と主観

申告か ら検討 を行な っ た。高齢者群の 26℃に対

する温冷感は 中立 か 「涼 しい 」 が多 く、快適感は

快適側 で あ っ た 。 28℃ に対 して は 、 暑い 側が 多い

割に不快 レ ベ ル は低 い
。 また 26℃ か ら 30℃ の 部屋

へ 移動 した時、28℃ の 部屋 に移動した 時 よ り も暑さ知

覚や不快 レベ ル が 緩や か で あ っ た。高齢者 は 、緩やか

な気温変化に比べ 急激な温度変化 に暴露され た時、若

年者よ り暑さ知覚の 遅れがみ られた。不快 レ ベ ル も緩

や か で あ り、急 激 な 温 度上昇変 化 時に は 室 温 を下げる

な どの 行動生起 が 遅れ る と思 わ れ る。

謝辞　実験 に ご協力 し て 下 さ っ た被験者の 方 々 に 心 よ

りお礼 申 し上 げま す 。
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